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重力の量子化は，物理学における重要な課題のうちの一つであるo その低次元のモデルである， 2 次元量子重力の
理論は，行列模型による離散的方法によって大きく進展してきた。
行列模型の臨界点のまわりの振る舞いは，中心電荷が 1 より小さい共形場の理論であるミニマル・モデルが， 2 次




結合すると，無限個のスケーリング演算子が出現するo この無限個のスケーリング演算子の間の 3 点関数に対してフュー
ジョン・ルールがどうなっているかという問題を， この論文ではまず調べた。
そのための方法として，はじめに，行列模型の基本的な振幅であるループ相関関数(長さの指定された境界が幾っ















穴津君は，厳密に調べることが可能な量子重力理論のモデルとして， 2 次元量子重力理論を 2 行列模型を使って研
究した。基本的な物理量であるループ相関関数を調べることにより，ユニタリー・ミニマル・モデルが量子重力に結
合した後のフュージョン・ルールや，境界演算子の果たす幾何学的役割を明らかにした。これらの結果は，量子重力
理論および弦の理論に対する理解をいっそう深めるものであり，博士(理学)の学位論文として十分な価値のあるも
のと認める。
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